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平成14:CJ=10毘広報たまかわ

余
震康

平成13年度の一般会計、特別会計、事業会計の決算が9月定例議会で認定されました。

一般会計の決算額は、歳入総額411意8，576万円、歳出総額41億1，024万円となりました。

平成12年度の決算と出較すると、歳入が2.5%、歳出が2.9%の増となりました。

村の財政状況のあらましについてお知らせいたします。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
1
億

9
4
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

村
税
は
歳
入
全
体
の
m
w
・

1
%

を
占
め
て
、
地
方
交
付
税
以
外
で

は
主
要
な
財
掠
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
前
年
度
に
比
べ

1
7
2
万

円
の
減
少
と
な
り
、
村
税
を
含
め

た
自
主
財
源
は

1
億
4
，
7
3
5

万
円
、

m
・
2
%
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
も

7
，6
5
4
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
村
債
が
総
合
運
動
公
園

整
備
事
業
等
で

2
億
7
，
2
5
0

万
円
、
国
庫
支
出
金
が
災
害
復
旧

事
業
等
で

5
，
4
2
3
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

由
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
決
算
額
は
、

6
意

I
，
3
1
5
5

ー

:

円
、
歳
出
決
算
額
は

5
億

7
，
5
9
3
万

円
と
な
り
、
実
質
収

支
は

3
，
7
2
2
万

円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

歳
入
の
中
で
大
き

な
財
源
は
、
国
民
健

康
保
険
税
と
国
庫
支

出
金
で
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
保
険
税
が

l
，
1
5
1
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し

た。
歳
出
で
は
保
険
給

付
費
が

3
億
9
，
2

0
1
万
円
で
前
年
度

と
比
べ
て
7
・
3
%

の
伸
び
を
一
不
し
、
今

後
も
一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
国

民
健
康
保
険
の
財
政

は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

平成14:CJ=10月広報たまかわ

老人保健特別会計

歳入決算額は6億7，357万円で対前律上七0.9%の減、また

i歳出決算額は6犠6，606万円で対前年比0.6%の増となりま

した。

1日1人当たり給水量は

285~ 

給水の状況

・給水戸数 1，595戸
@年間給水量 610.808ni
-18平均給水量 1，673 ni 

41億8，576万円歳入合計41億1，024万円歳出合計
言十〈云別特

2 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
ー
億

1
.
5
6
6
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
を
前
年
度
と

比
較
す
る
と
土
木
費
は
5
，
1
5
7

万
円
の
増
加
と
な
り
、
こ
れ
は
総
合

運
動
公
園
整
備
事
業
等
に
よ
る
も

の
で
す
。

衛
生
費
は
三
3
3
2
万
円
の
増

加
で
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
負
担
金
な
ど
が
増
え
た
も
の
で

す。
災
害
復
旧
費
は
1
億
8
1
3
万

円
の
増
で
、
新
た
な
災
害
復
旧
事
業

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
で
諸
支
出
金
は

6
，
2
7

7
万
円
の
減
で
、
土
地
開
発
基
金

繰
出
金
、
減
債
基
金
積
立
金
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
人
当
た
り
約
日
万
円
使
う

平
成
比
年
3
月
訂
日
現
在
の
人

口
7
，
6
9
5
人
で
、
歳
出
総
額

制
億
l
，
O
2
4
万
円
を
割
っ
て

み
る
と
、
住
民
一
人
当
り
に
臼
万

4
，
1
4
4
円
が
使
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一
方
、
一
人
当
り
の
納
め
た
税

金
は
ぬ
万
3
，
6
6
2
円
と
な
り

ま
し
た
。

介護保験 2{慧141万円 11意8，054万円 2，087万円

農業集落
2i:惹1，227万円 21.意648万円; 579万円

排水事業

簡 易
1，531万円 1，380万円 i 151万円

水道事業

益
収で平
益二成
の車十
体 2亙
は89~そ

営 26 1 
業 %1

なよの円の使た て 56昭と 3
つり 161収用りまい・金千 0
て 31 8銭入科]'たま 4 で三万
い銭 7 C::'はを i 、す%総よ円
まの円則 I合タ 1 0 に収量の
す減 92年 8 むよば な益子純
。と銭度 7~碕当 つの九利

{I~ 業 f立 11なF3

-殻会計補助金 4.13975P3 

有ii 償 /、I入E 4.353)，)' 11J 

建設改良質 21.怠1.i787ゴドj

企業債償還金 1.7477jP~ 

(税抜き)
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平成14年10月広報たまかわ

34名の長寿を祝う

平成14年10月

あぶくま高原道路(.3iJlIIC三官空港IC)が開通
広報たまかわ

東北自動車道(矢吹 IC)と福島空港が直結

75歳以上地域高規格道路「あ/5¥くま高原道路jの玉)111Cと福富空港 IC間C3.1km)が9月18巴に

開通しました。これにより、東北自動車道の矢吹 ICと福島空港間が直接結ばれ、福島空

港へのアクセスがより快適なものとなりました。

敬

老

〈云

平
成
十
四
年
度
の
敬
老
会
は
、

九
月
十
五
日
(
日
)
敬
老
の
日
に
村

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
招
待
さ
れ
た
長
寿
の
方
々

は
七
百
三
十
四
名
で
し
た
。

敬
老
会
は
午
前
十
時
に
開
会
し

車
田
村
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
米
寿
(八
十
八

歳
)
を
迎
え
ら
れ
た
十
八
名
の

方
々
に
米
寿
記
念
品
と
し
て
座
布

団
が
贈
ら
れ
、
ま
た
夫
婦
で
八
十

歳
に
な
ら
れ
た
十
組
の
ご
夫
婦
に

記
念
品
と
し
て
「夫
婦
座
布
団
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

西
川
村
議
会
議
長
が

開

通

を

祝

つ

開
通
に
先
立
ち
、
福
島
空
港
I

C
付
近
(
大
字
古
地
内
)
で
交
通
安

全
祈
願
祭
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
ゃ
く

す
玉
割
り
な
ど
の
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
須
釜
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
の
な
か

車
両
約
百
台
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
で

開
通
を
祝
ま
し
た
。

開
通
式
終
了
後
、

マ
l
ヴ
ェ
ラ

ス
末
広
で
開
か
れ
た
祝
賀
会
で
は

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
児
童
に
よ

る
「
四
辻
清
流
太
鼓
」

が
披
露
さ

れ
、
そ
の
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
に

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
招
待
者
を
代

表
し
て
真
弓
政
典
さ
ん
(
蒜
生
)
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
今
年
度
は

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
金
婚

夫
婦
の
表
彰
式
が
あ
り
、
十
二
組

の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
泉
婦
人
会
と
須
釜
女

性
の
会
の
各
支
部
に
よ
る
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

九
十
歳
以
上
の
四
十
五

名
に
記
念
品

村
で
は
、
九
十
歳
以
上
の
方
々

に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
九
月
六

日
、
九
日
、
十
日
の
三
日
間
、
車

田
村
長
が
各
家
庭
を
ま
わ
り
、
直

接
本
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ω歳
以
上
の
長
寿
者

4 
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開
通
を
九
月
十
八
日
に
控
え
た

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
(玉
川
I
C

l

福
島
空
港

I
C
)
で
、
開
通
記

念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
た
ま
か
わ
健

康
家
族
ウ
ォ

l
ク
」
が
九
月
十
六

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
天
候
で
し
た
が
、
村
内
外
か
ら

家
族
連
れ
な
ど
約
五
百
人
が
参
加

し
、
真
新
し
い
道
路
で
の

一
日
限

り
の
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
は、

一キ
ロ
、

二
一キ
ロ
、

五
キ
ロ
の
三
コ
l
ス
に
分
か
れ
て

村
稔
合
運
動
公
園
を
出
発
、

小
雨

の
な
か
思
い
思
い
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
道
路
の
歩
き
心
地
や
閥
り
の
景

色
、
橋
か
ら
の
眺
望
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
ょ

っ
ば
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ト
ン
汁
が
無

料
で
振
舞
わ
れ
、
ウ
ォ

i
キ
ン
グ

か
ら
戻
っ
た
参
加
者
は
ト
ン
汁
や

村
商
工
会
の
あ
ぶ
く
ま
高
原
そ
ば

に
舌
堤
み
を
打
ち
な
が
ら
、
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

「
門
)



平成14年10月広報たまかわ

い
汗
か
い
た
第
四
回
福
島
空
港

玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

平成14年10月

z -T板称吉拐事荘の嬉設王事が万二ド
広報たまかわ

社会福祉法人[石川福祉会jが大写中の旧泉中学校跡地に建設を進めている特別養護老人ホーム(仮称たまかわ狂)の建設工事の安全

祈願祭が、 10月4日、関係者が出席して行われました。
石川福祉会の村越理事長らがくわ入れを行ったあと、車田村長、西川|議長らが玉串を捧げ工事の安全と無事完成を祈願しました。

第
四
回
福
臼
一
回
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
下
、
九
月
二
十
九
日
に
語
畠
空
港
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
村
内
外
か
ら
千
二
百
六
十
一
名
が
参
加
、

2
い

M
l印
刷

の
十
七
部
門
で
健
脚
を
競
い
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
秋
色
の
玉

川
路
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
が
変
更

開
会
式
は
午
前
八
時
五
十
分
か

ら
行
わ
れ
、
大
会
長
の
車
田
村
長

が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
参
加
選
手
を
代
表
し
て

福
島
駅
伝
チ
l
ム
の
斎
藤
久
矢
君

(
泉
中
)
と
矢
吹
誠
子
さ
ん
(
須
釜

中
)
の
二
人
が
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
は

5
Mと
m
M
の
コ

i
ス

が
変
更
に
な
り
、
北
須
釜
の
消
防

署
の
十
字
路
を
山
小
屋
方
面
に
向

か
う
コ

l
ス
で
実
施
さ
れ
、

m
M

は
山
小
屋
聖
人
堂
入
口
が
折
り
返

し
地
点
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
で
、
最

北
か
ら
の
参
加
者
は
宮
城
県
の
八

木
裕
二
さ
ん
、
最
南
は
滋
賀
県
の

図
賓

懇
さ
ん
で
し
た
。

ま
た
、

最
高
齢
の
参
加
者
は
男

性
が
い
わ
き
市
の
渡
辺
輝
政
さ
ん

(
乃
歳
)
、
女
性
が
い
わ
き
市
の
鈴

木
シ
ズ
エ
さ
ん
(
刀
歳
)
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

大
会
の
裏
方
と
し
て
競
技
ス
タ

ッ
フ
な
ど
に
三
吉
七
二
名
の
方

平
成
十
五
年
十
月
の

関
所
予
定

施
設
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
で
、
延
床
面
積
一
一

千
九
百
四
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
般
居
住
棟
が
四
十
床
、
重
度
痴

呆
棟
が
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

六
床
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

生
活
ユ
ニ

ッ
ト

(
間
住
棟
)
は
、

十
床
か
ら
十
六
床
が
一
ユ
ニ
ッ
ト

と
し
て
、
四
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら

構
成
さ
れ
、
ま
た
、
全
て
の
生
活

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ょ
っ
ば

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
選
手
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
温
か
い
ト
シ
汁

が
振
舞
わ
れ
大
変
好
評
で
し
た
。

玉
川
村
登
録
各
部
門
優
勝
者

-
小
学
校
二
年
生
以
下
親
菩

小
林
吉
弘

・
英
紀
(
竜
崎
)

・
小
学
校
三
・
四
年
生
男
ウ
寸

小
針
勇
人
(
玉
川
第

一
小
四
年
)

・
小
学
校
三
四
年
生
女
予

ユ
ニ
ッ
ト
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
位
置
に
寮
母
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

配
置
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
も
寮
母
コ

ー
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
日
常
介
護
の

充
実
と
安
全
面
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
食
堂

デ
イ
コ
ー
ナ
ー
、
個
浴
、
談
話
コ

ー
ナ
ー
や
縁
側
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
個
浴
、

一
般
浴
室
や
機
械
浴

室
か
ら
は
坪
庭
の
景
観
を
た
の
し

み
な
が
ら
入
浴
が
で
き
ま
す
。

施
設
は
、
平
成
十
五
年
八
月
末

完
成
、
十
月

一
日
の
開
所
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
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@
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@
a
w
a
w
@

・a'
@
@
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仮称たまかわ荘の、名称募集が

社会福祉法人「石川福祉会Jでは特別養護老人ホーム(仮称た
まかわ荘)の名称を募集します。名称募集については、石川謡

社会から委託を受けて村が行い、審査委員会を経て決められま

す。応葬方法は下記のとおりですので、多くの皆様から親しま

れる名称をたくさんお寄せください。

記

どなたでも応募できます。

官製ハガキか窓口備付の応募用紙に次の事演を

記入のうえお送りください。

①名称 ②名称をつけた簡単芯理由

③住所 ④氏名 ⑤年齢

⑤性別 ⑦電話番号

平成14年11月30臼(当日消印育効)
厳正な審査により決定します。なお、補作して

決定することもあります。

決定された名称の町募者(複数あるときは拍選

で5名以内)に対し、員状及び記念昂を贈呈し
ます。

〒963-6392
玉川村大亨IJ¥高亨中畷9

玉川村健康福祉課内

特別養護老人ホーム名称募集係宛

※FAXによる応募も司とじます。
FAX番号 0247-57-3952 
玉川村健康福祉課岱57-4623

調応募資倍

~踏襲方法

置応募締切

画審査決定

償

~応募先

~報

6 

小
針
静
(
玉
川
第

一
小
四
年
)

・
小
掌
校
五
・
六
年
生
男
予

車
問
圭
爵
(
玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
小
)

-
小
掌

-m五
・
六
年
生
女
一
/
寸

国
井
裕
樹
(
玉
川
ラ
ン
ニ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
)

-
中
掌
生
女
ウ
↓
J

小
針
千
佳
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ
l
ム
)

-
一
般
女
っ
す
B
(
四
十
歳
以
上
)

小
針
百
合
(
中
)

-
中
山
号
生
田
力
っ
す

図
井
太
輔
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ

i
ム
)

-
一
般
女
フ
プ

C
(
一
高
校
生
以
上
フ

リ

|

)
坂
本
和
子
(
川
辺
)

・
一
般
男
予
C
(
一
二
十
九
歳
以
下
)

二
瓶
健
(
玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
少
)

-
一
般
男
ウ
ウ
D
(
四
十
歳
以
上
)

溝
井
賢

一
郎
(
ふ
く
し
ま
駅
伝

玉
川
村
チ
i
ム
)

-
一
般
男
3
E
(六
十
歳
以
上
)

近
内
正
雄
(
吉
)

・
高
校
生
男
ヱ
J

草
野
直
樹
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ

l
ム
)

-
一
般
男
予
B
(
四
十
歳
以
上
)

中
村
清
文
(
玉
川
ラ
ン
ニ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
)

~間合せ先

7 
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広報たまかわ平成14年10月

マークのあるもの
ま芝、お茶の缶の
ように材質の統ー
され色缶

重量用に寵用
されたさ無色
のびん

食用!こ使用
されだ茶色
のびん

食用!こ使用
され定その
地の色の
びん

チラシも一緒
l之集めます

本や雑誌など
商品梱包用の
ダツポール

ステーションのコンテナに排出
(ビンは別々のコンテナに色ごと排出)

ひもでしばってステーションに排出
(極力、再生商昂である mエコひもH を推奨)

紙パックの内側
!こアルミフィル
ムが貼ってある
ものは回収しま
せん

~、マークの
記J令あるもの

マ̂ーつ①
乙ムあるもの
PET 

飲料用，酒照醤j自
信!こ限定します。

自単一色のもの
のみ限定します。

貰い物袋等でステーションに排出

緩衝材である発
泡スチローんを
収集します。

ひもでしばって
ステーションに排出 (大型発泡スチローんはひもによる結束での排出も可能)

ー問い合わせ先・粗大ごみ串込先 玉川村役場住民課 岱57-4624

石川地方生活環境施設組合 ~26-2784 

広報たまかわ平成14年10月

1，0眉1日か

ぺ

-紙おむつ等衛生品類など
(汚物は取り除いて)

@ 
元治

3 ・3両竹山
-スプレー缶、
ガスカートリ
ツジ(穴を室け

ガスを抜いて)
主交I李登司

・せともの・ガラス類
(割れたガラス、せともの類は
厚手の紙などでしつ力、リ包む)

※電源コードや針金など、
長くて柔らかいものは
20cm程度に切って

-布田-カーペッ トなど
(広がるものは折りたたみ
ひもでしばって)

-自転車・三輪車など

露間

司燃ごみ指定袋で

ステーションに排出

袋のサイズは大と小の2通り。
大の袋に入らない大きさのも

のは粗大ごみ扱いになりま

す。袋に入れて石川地方生活

環境施設組合仁直接搬入する

とともできます。

不燃ごみ指定袋で
ステーションに排出

袋のサイズは大と小の2通り。
一辺60cm以下又は101くg以下
仁ならないものは、粗大ご、みで

の排出となります。直接施設に

持ち込むことはできません。

戸別収集

(事前に申し込みが!必要にな

ります。)シールを販売巴で購

入し見やすい箇所に貼付して

ください。直接施設に持ち込

むことはできません。

-応1妾セット・ベッドなど -こたつ-ストーブなど

-乾電池

電舎

、ミミミ

買い物袋等で内容を明記して排出

・蛍光灯は員い換え時のケースに入れ、割

らずに排出してください。

・電害体温計は青書物資を富んでいないた

め、不燃ごみになります。

-鏡 -蛍光灯 -イ本温計 ・姿見などの大型の鏡は、粗大ごみとして

排出してください。

舗

南部

-専門処理業者に (警警総
問い合わせてください。

-エアコン
・販売巴に引き取ってもらうか、貰

い換えの際に小売屈に引き取って

もらってください。(育料)

特定家電4呂田 -冷蔵庫 ・ブラウン管テレビ

村のごみステーションには排出できません。

専門業者にお問い合せください。

8 



平成14年10月

.(f:;巴さo;;@Jス.
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広報たまかわ

株
式
会
社

創
立
総
会

総
会
は
、
午
後
七
時
か
ら
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。始
め
に
発
起
人
を
代
表
し
て
車

田
村
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

車
田
村
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
定
款

の
承
認
に
関
す
る
件
や
取
締
役
・

監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
件
な
ど

瓦
議
案
が
提
案
さ
れ
、
取
締
役
に

車
問
次
夫
、
熊
田
和
也
、
境
田
孝

意
、
小
針
金
之
、
真
野
目
立
口
正
の

五
名
、
監
査
役
に
小
原
嗣
男
、
小

針
幸
古
の
二
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
続
き
取
締
役
会
議
が
開
催
さ

れ
代
表
取
締
役
に
車
田
次
夫
を
選

任
、
本
庖
を
現
在
の
こ
ぶ
し
の
里

セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
で
あ
る
大
字

岩
法
寺
字
宮
ノ
前
1
4
0
番
地
2

に
置
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
株
主
総
数
は
四
十
一
名
、

株
式
総
数
二
百
株
で
出
資
金
一
千

万
円
、
十
月
四
日
に
登
記
が
完
了

し
、
「
株
式
会
社
こ
ぶ
し
の
里
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平成14年10田広報たまかわ

学校緑化花壇コンクール
川辺小学校が最優秀校に
平成14年度の吾川旭区小-中学校の掌校緑化花壇コ

ンクールで、 JII辺小学校が最優秀校に選ばれました。 JII

辺小学校は9年連続で最優秀校に選ばれています。
学校にはサルビアやマリーコ-)レドなどの花が、色や

詩文弘どを者薦、して花壇の配置がされ、児童たちが花壇

づくりに熱/1)に取り組んでいます。

なお、玉川第一小学校と須釜小掌校が優秀校に、須釜

小学枝四辻分授と須釜中学校が(壁畏校に選ばれました。

これからの新しい道路管理制度として注自されている道路

震吾縁組制度(アタフ。卜守ロード-システム)の合意書調印式

が、役場で行われました。

調印式には、里親となる吉区(矢吹区長)、望号の石川|土木

事務所(南我所長)、玉川村(車田村長)、仲人のあ13¥くま高原

自動車道建設事務所(北住所長)の4蓄が出席して合意書が取

り交わされました。

この拙度は、里親となる地域が自分達で地域の道路環境を

維持してゆこうとするもので、今回の縁組の対象区間は、吉

地域内の県道古殿・須員)11綜で、あぶくま高原道路の福島空
港 IC出日から県道矢吹・小野線との交差点までの聞に新設

された取付道路です。

里親となる吉区は、道路の草刈や歩道の溝掃、植樹需への

花描芯どを行い、型与となる石川士木事務所は作業用具や花

苗などの豆給を行います。

吉区が道路の里親に

交
通
安
全

鼓
笛
パ
レ
ー
ド

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

九
月
十
八
日
に
須
釜
小
学
校
、
九

月
二
十
七
日
に
玉
川
第
一
・
小
学
校

で
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
地
域
の
方
々
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
c

児
童
達
に
よ
る
見
事
な
演
奏

に
、
沿
道
に
つ
め
か
け
た
父
兄
ら

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

石川地区音楽祭
須釜小学校四辻分校が金麓を受賞

石川町総合体南館で開催された平成 14年度石川itn~小
中学校音楽祭の合奏の部で、須釜小掌校図辻分校の[清流太

鼓jが重量!こ輝き、さらに審査員特別員も受員しました。室

員は3年連続の受員となりました。
審蛮員からは{大変立派な漠奏でした。学技・地域ぐるみ

で伝えていく伍統の重さ・大切さを聴くことができました。

すばらしい表現力です。jとの講評をいただきました。

ちびっとお神輿

泉保育所で神輿パレードが行われました。園児らは、沿

道の人選から大きな声援を受11iワッショイ・ワッショイJ
と元気なかけ再をかけながら神輿をかついでいました。

ハ
u
d
B
E
E
-

大
宇
中
の
小
林
和
己
さ
ん
宅

で
、
昨
年
誕
生
し
た
牛
の
四
つ

子
が
元
気
に
育
ち
ま
し
た
。
生

ま
れ
た
時
は
体
重
が
約
七
キ
ロ

し
か
な
く
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
十
一
ヶ
月
を
経
て
四
頭
と

も
標
準
体
重
近
く
ま
で
無
事
に

成
長
し
、
間
も
な
く
市
場
に
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。

小
林
さ
ん
は
、
「
生
ま
れ
た

時
は
、
四
頭
と
も
無
事
に
育
っ

か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、
よ

く
育
っ
て
く
れ
て
ホ
ッ
ト
し
て

い
ま
す
c

間
も
な
く
市
場
に
出

す
予
定
で
す
が
、
少
し
寂
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

下
重
庄
三
先
生

と
一
緒
に
走
る

下
重
庄
三
先
生
を
招
い
て
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
が

村
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
c

当
日
は
玉
川
村
駅
伝
チ

i
ム

の
皆
さ
ん
を
始
め
、
一
般
参
加
者

ら
約
五
十
名
が
参
加
し
、
下
重
先

生
の
指
導
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

要
領
を
確
か
め
る
よ
う
に
、
先
生

と
一
緒
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

玉川村
商工会館が竣工
近火の類焼で被害を受けた玉川村商

工室館の改穆工事が完3し、強工披露
が行われました。合自の改修では東側

が増築され、室内の内装もきれいに改

修され、新し《なった会舘で業務がス

ター卜しました。

11 



~たまかわ健康家臨ウオークより~

0..0 
第16目玉川村長杯

コルフコンペのご案内
玉川村長杯ゴルフコンペが次のとおり開催されますので、参

加を希望される方は10月31日までに村公民舘にお申込みくだ

さい。

-役場

-・保

-保

圏直直却の健康とよみ
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一尚
円

臨時職員募集 :♂

社会福祉法人石川福祉会

特別養老老人ホームさくら荘

11f弓9日 r119琶の日Jから11月15日までの7巴問、秋
季全国火災予防運劃が実施されます。

(( 119蓄の正しい通報を》
• r火事Jか f救急、j力、をはっきりと伝える
・その場所を正確に伝える

・建物の名称又は近くの巴標を伝える

・救急の場合は「何がどうしたのか、どのような症状かjを

具体的に伝える

《携海電話からの通報》

最近は携帯電話からの通報も増えていますが、運転中は安

全な場所に停車してから通報してください。また、住所、目

標をハッキリ確かめ、通報後10分程度は電源を切らないで
ください。 須賀川消防署

職場の労使:トラフル相談会

福島県地方労働委員会では、次の日程で皆さんの職場の中

でおきている算金や労働条件等をめぐる労使闘のトラブルに

ついて、出張相談(秘密厳守)を行います。労働者 使用者を

間わず棺談を受け付けますのでご利用ください。参加費は無

料です。

圃日時

圃会場

平成14年11月10日(日)午後1時30分~午後日寺
郡山市日和田町 ショッピングモールフエスタ

1階フエスタ広場
~間合わせ先 県地方労働委員会事務局

fi024-521-7594 

ト介護士 ‘看護師〔産休代替)回目

年 歯有
20~50歳未満 25~50歳位まで

(男女問わず) (男女問わず)

雇用人員
午前の部 3名 1名(看護師又は准毒
午後の部 3名 護師育輩格者)

3 麗用期間
月20巳程度勤務で 15年1月下旬から
期間は特になし 16年3月中旬まで

!午前の部
9 : 00~13:00 1日8時間4 割務時 間
午後の部 早番遅番あり

14: OO~ 18: 00 

5 応i裏 期限
平成14年10月30日 平成14年12月9巴(月)
(水)t必着 l必着

6 採用試験日 平成14年11月6日 平成14年12月16日

及び科目
(月)10: 00 (月)10:00 
作文面援 一般教養 作文面接

7 給 5 時給 750円 日給 6，300円

社会福祉法人石川福祉会
8 問い合わせ先 特別養護老人ホームさくら荘

担当初気事務長岱0247-26-1100

平成14年11月9日(土) 雨天決行

午前8時(午前8時35分スタート)
福島石川力ントリークラブ

(岱0247-26-5161)

電翻セルフ 東-中・西コ ス同時スター卜

・18ホールストロークプレー

・オール6インチ

・新ペリア方式(同ネットの場合は年齢111買)

3，000円

(プレー費、売巴等は各自精算願います)

スタート30分前までには受f寸を済ませるよ

う車めにと来場ください。

ア臼(木)

8日(金)

1 .日時

2.集合時間

3.場所

{呆

{呆

{呆

保

4.競技方法

費

6.注意事頂

5.会

-保

公

. ~先

(呆

公立岩瀬病院

献血・

午後4時~
25日(金) 3歳児検診

午後1時~
30日(水)たまかわ健康教室・

午後1時30分~

I[)の相談巴 ・・

午後1時~
たまかわ健康教室

午後1時30分~
1歳児相談会
午後1時30分~

12日(火)風疹予防接種
午後1時~

158(金)たまかわ健康教室・・
午後1時30分~

20日(水) 3""'4ヶ月児検診
午後1時30分~

21日(木)たまかわ健康教室
午後1時30分~

28日(木)たまかわ健康教室・
午前10時~

保:保健センタ一 公立
就:就業改善センター

.10月
24日(木)

.11月
6日(水)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として蕎付をいただきましたc

厚く御礼申し上げますo (村社会福祉協議会)

f}i己

k
rmr 

ゴ司
ψ

|お誕生おめでとうございます |

(9月届出分)

保護者名

顕可

{建

健

)願

修

九守
く玖

宅診 " " .. .....争 @ 場除 。01勢 移

自賠責;保険共演の期限は

切れていませんか!

告静 tII <<0. <114.1除宅診 @ 綴希診を参

12 

自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際の基本的な対人

賠償を邑的として、バイク・原付自転車を富む全ての自動車

に加入が義務づけられている保険です。車検制度のないバイ

ク・原付自転車は、特に期限切れ、力、け忘れにご注意を!

詳しい内容は下記のホームページをご覧ください。

http://www.jibaiseki.com 
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マイホームを取得したとき

毘税だより

正

喜

浩

孝

小 高
LLI、.L ー"-
討1~守

3，830人(-1) 司

幸

光

明

美

之

出生兜氏名

須 藤匠人

野 111奇航

野 111奇隼

安斎 利

添 田みなみ

小林椋

伊 藤涼太

倉 鎌美波

須 田夏央

安 田 孝太

地区名

J 11 辺

ヨミ

今

// 

'l 

.十1須釜の小ID日3照良さんから

・Lf!小屋の石森三嬰さんから

1，826戸(+4)

7，586人(+8)

3，756人(+9)

村のようす
(14年10月1日現在)

血

囲

拡

畠

v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i
i
i
村
公
民
館

老
た
ち
の
集
ま
リ
来
て
は
一
桐
の
無
き
空
に
憂

い
の
声
上
げ
て
お
り
吉
田

直
子

長
寿
ど
い
う
寿
あ
れ
ば
面
映
ゆ
く
わ
が
日
常
は
花
ど
の
戯
れ

い
p
T

tl
什
b
立

予
科
練
の
血
潮
ピ
こ
こ
ろ
刻
ま
れ
て
主
宰
の
歌
碑
が
砂
浜
に
建
つ

小
針
み
ね
子

_..，・
『丁
、是ァ

んへ

高
速
道
よ
り
さ

っ
と
自
に
す
る
麦
畑
穂
先
が
今
日
も
風
速
測
定

生十

ぷ与、

点~
子

死
に
近
さ
み
ん
み
ん
蝉
ほ
転
が
れ
ど
尚
も
唄
う
か
小
節
一
ふ
し

吉
田

君
に
時一口
ぐ
漕
Y
J
虫
す
人
生
の
議
原
は
某
マ
な
き
も
の
の
認
す
波
も
あ
り
川
崎

英
祐

雄
子

。
/ / 

。

平成13年ア月 1日から平成15年12月31日までに住宅ロ
ーンなどを利用してマイホームを新築や購入、増改築等をし、

一定の要件に該当する場合には、入居した年から10任問、
住宅借入金等特別控除を受けることができ、 1年芭から10
偉白まで最高50万円在所得税額から控除することができま
す。

詳しくは、最寄の税務署や税務相談室にお尋ねください。

(9月届出分)

世帯主名

照良

小原由美子

三 男

空き缶やゴミの投げ播てはやめましょう

死亡者氏名

小山田正良

関 根安夫

石 森 淳司

名

釜

屋

区

須

。

小

地

南

山

固

定

資

産

税

今
月
の
納
税

第
二
期
分

国
民
健
康
保
険
税

第
四
期
分

イニ

{
納
期
限
は
川
月
お
日
(
金
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

さ
る
な
し
俳
句
会
九
月
句
会
詠
草

草
の
実
や
莫
迦
の
一
つ
の
党
へ
唄

苦
一
品
な
く
暮
し
踊
り
の
中
に
居
り

由
記

遠
の
け
る
母
な
き
里
や
受
珠
沙
華

真
知

母
か
ら
の
伝
え
る
日
と
て
大
根
蒔
く

華

虫
の
音
や
は
・
フ
ピ
気
を
抜
く
終
ひ
風
呂

仁
美

乳
飲
み
児
の
宅
}
叩
」
、
ぞ
と
泣
け
る
花
芙
蕊

一
枚
の
母
の
手
織
り
の
秋
持

美
枝

春
患

13 



私
の
ふ
る
さ
と

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中|畷9 玉川村役場岱(0247)57 -3101編集/総務課印刷/惰)円谷印刷(毎月15日発行)

ー
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
|

シリーズ

今日の食卓⑧

「カルシウムを
上手にとりましようlJ

六

角

白
馬
さ
ん
(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
猪
萄

代
町
は
、
会
津
の
東
玄

関
口
で
も
あ
り
、
観
光

地
と
し
て
名
高
い
町
で
あ
り
ま
す
。

国
道
四
九
号
線
を
会
津
若
松
方
面
に

向
か
い
、
中
山
峠
ト
ン
ネ
ル
を
出
る

と
風
力
発
電
の
白
い
羽
根
が
見
え
、

更
に
西
進
す
る
と
猪
苗
代
湖
が
顔
を

出
し
、
志
田
浜
を
通
過
す
る
と
目
前

に
秀
峰
「
会
津
磐
梯
山
」
が
待
ち
受
け

る
と
い
う
風
光
明
加
な
町
で
あ
り
ま

す
。私
は
磐
梯
山
を
背
景
に
、
猪
苗
代

玉川村食笠活改善推進員会では、食を通した健康づくり事

業に取組んでいるグループです。合月は9月に仔われた食生

活改善推進員石)11麦部研修会で紹介された一昂をとり上げま

した。今回のテーマは、[骨粗患症予防についてjで食事と運動

について研修しました。

食、健康づくりに興昧のある方、いつでも入会できますの

で、下記までご連絡ください。

(会長双型不二枝 fi57-2025)

fささみのビ力タJ
-材料(4人分)ー

-鶏ささみ

i・み そ

A~ ・さとう

1・青じそ

・小麦粉

・サラ夕、油

一作り方一

①ささみは筋を取り包丁を入れ聞き、軽くたたいて形を整える。

②青じそはみじん切りにして、みそとさとうを混ぜ合わせておく o

eゅのささみの上lこ②をぬって元の形にもどし小麦粉をまぶす。
④ボーんに卵を溶きほぐし、粉チーズとみじん切りの喬じそを加

え衣を作る。

⑤フライパンを熱して油を入れてなじませ、ささみに④の衣をた

っぷりつけ両面を3分くらいしっかり焼く。

@~尭きあがったピカタは斜めそぎ切りにしてつけ合わせを添える。

1.5個

15g 

2枚

{・卵

B~ ・粉チーズ

1・青じそ

6 本
大さじ2

大さじ2/3
2 枚

適 量

適 量 湖
を
庭
に
育
ち
ま
し
た
。
四
季

折
々
の
磐
梯
山
で
は
、
登
山
、
ス

キ
I
場
、
温
泉
と
い
つ
も
訪
れ
る

観
光
客
を
喜
ば
せ
、
湖
水
で
の
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
、
北
岸

の
翁
島
三
城
湾
に
は
湖
岸
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ

l
ド
、
「
野
口
記
念
館
」

「
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
」
そ
し
て
、
そ

ば
の
盟
と
し
て
「
い
わ
は
し
館
」
が

で
き
、

美
味
し
い
そ
ば
も
味
わ
え

ま
す
。
自
然
の
美
し
い
猪
苗
代
町
へ
、

「
一
度
は
来
て
見
ら
ん
し
ょ
!
」

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
身

者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

i
4
6
2
1
)

野菜-つけ合せ

ヮ，L
↑

と
f

時
開

沼

と
い
さ
は
Z
W

H
U

ふ

引

の

嘆

し

似

癒
UH--ー'

、心

東京都江東区

矢部信号さん

(川辺出身矢部室信さんの妹)

玉
川
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

七
月
に
東
京
玉
川
会
総
会
で
は

地
元
か
ら
新
鮮
な
採
り
た
て
の
野

菜
を
沢
山
い
た
だ
き
、
心
温
ま
る

思
い
で
大
切
に
味
わ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
川
辺
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

故
郷
の
思
い
出
と
し
て
頭
に
浮
か

ぶ
の
は
、
夏
は
冷
た
い
井
戸
水
が

と
っ
て
も
美
味
し
く
、
冬
に
は
沢

山
の
雪
が
降
る
と
き
も
あ
り
、
長

靴
で
通
学
し
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
お
盆
に
は
実
家
に
帰

り
、
す
ぐ
近
く
の
円
通
寺
に
お
墓

参
り
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
寺
が
、

私
達
が
小
さ
い
子
供
の
頃
の
遊
び

場
で
し
た
。
自
転
車
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
今
は
き
れ
い
な
道
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
坂
が
あ

り
、
自
転
車
の
三
角
乗
り
か
ら
転

び
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
、
い
つ

の
ま
に
か
椅
子
に
座
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
思
い
出
深
い

場
所
で
す
。
今
回
も
、
こ
ん
な
に

狭
い
場
所
だ
っ
た
の
か
と
見
つ
め

直
し
振
り
返
り
ま
し
た
。

今
の
玉
川
村
は
飛
行
場
が
で

き
、
高
速
道
路
が
村
の
中
を
通
っ

て
い
る
等
、
夢
の
よ
う
な
画
期
的

な
変
化
で
あ
り
、
利
便
性
か
ら
も

都
会
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ぐ
ら

い
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
現
在
、
私
は
東
京
の
江
東
区

に
在
住
し
て
お
り
ま
す
。
水
彩
都

市
江
東
、
治
水
、
利
水
、
親
水
と

水
に
恵
ま
れ
た
区
で
す
。
反
面
二

十
三
区
の
ゴ
ミ
焼
却
の
夢
の
島
も

あ
り
、
ゴ
ミ
収
集
車
の
往
来
が
多

く
騒
音
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

東
京
は
長
い
こ
と
住
み
ま
し
た

が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
緑
の
多
い
空

気
の
お
い
し
い
故
郷
に
戻
り
た
い

気
持
ち
の
昨
今
で
す
。

ま
た
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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